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ドお し ら せ ワ イ

平成 28 年田辺市文化賞の受賞者が決定しました
■問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

個人住民税の特別徴収へのお願いと
確定申告相談会場の開設時期等について

■問合せ　下記参照

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　

事
業
者
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
従
業

員
（
正
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
非
正

規
雇
用
も
含
む
。）
が
納
め
る
べ
き

住
民
税
を
毎
月
の
給
与
の
支
払
時
に

徴
収
（
天
引
き
）
し
、
そ
の
徴
収
し

た
税
金
を
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
合
に
特
別
徴
収
義

務
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で
あ
る
場
合

は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
普
通
徴
収

（
従
業
員
が
自
分
で
納
付
）
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
退
職
者
又
は
退
職
予
定
者

◇
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、
住
民
税

額
を
引
き
き
れ
な
い
。

◇
給
与
の
支
払
が
不
定
期
（
毎
月
支

給
さ
れ
て
い
な
い
。）

◇
他
の
事
業
者
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
。（
乙
欄
）

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
毎
月

給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
普
通
徴
収
は
年
4
回
払
い
に
対

し
て
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
1
年
分

の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
た
め
、
1

回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

事
業
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
従
業

員
ご
と
の
住
民
税
額
は
、
市
町
村
で

計
算
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

所
得
税
の
よ
う
に
年
末
調
整
を
す
る

な
ど
の
手
間
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。

■
特
別
徴
収
の
徹
底
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
内
全
市
町
村
で
は
、
こ

れ
ま
で
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
業
者
に
つ
い

て
も
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
特
別
徴

収
義
務
者
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

☆
税
務
課 

市
民
税
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
０

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
実
施
に
つ
い
て

■特別徴収のしくみ

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

⑤税額の納入
　（翌月 10 日まで）

①給与支払報告書の提出
　（1 月 31 日まで）

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

市役所 事業者 給与
所得者

④給与の支払の際、
　税額を徴収
     6 月～翌年 5 月
     毎月の給与支給日（　　　　　　　　   ）

※従業員が常時 10 名未満の事業者は、申請により年 12 回の納期を年２回とすることもできます。

︻
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
の
相
談

会
場
の
開
設
時
期
及
び
受
付
時
間
に

つ
い
て
︼

☆
平
成
29
年
２
月
16
日
㊍
〜
３
月
15

日
㊌

☆
９
時
〜
16
時
（
申
告
書
の
提
出
や

交
付
等
は
、
17
時
ま
で
）

※
２
月
15
日
㊌
以
前
は
相
談
会
場
を

開
設
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
早
め
に
相
談
の
受
付
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

︻
平
成
28
年
分
か
ら
確
定
申
告
書
等

に
「
個
人
番
号
」
を
記
載
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
︼

　

個
人
番
号
を
記
載
し
た
申
告
書
等

を
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る

ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
又

は
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
本
人
確
認
を
行
う
時
に
使
用
す
る

書
類
の
例

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
＋

本
人
確
認
）

◇
通
知
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
）
＋
運

転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
等
（
本
人
確
認
）

☆
田
辺
税
務
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

※
㊏
㊐
㊗
は
閉
庁

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

︻
受
賞
者
紹
介
】

　

熊
野
本
宮
大
社
に
ほ
ど
近
い

山
あ
い
に
あ
る
本
宮
町
皆
地
地

区
で
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら

熊
野
詣
に
使
わ
れ
た
笠
を
編
ん

で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
笠

は
上
皇
か
ら
貴
族
、
庶
民
ま
で

身
分
に
関
係
な
く
広
く
愛
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
も
と
も

と
は
「
貴き
せ
ん
ぼ

賤
笠
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
い
つ
か
ら
か
特
産

品
と
し
て
産
地
名
で
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
は
皆み

な
ち
が
さ

地
笠

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

先
代
で
あ
る
、
氏
の
父
も
祖

父
も
細
工
師
と
し
て
活
躍
し
、

３
代
目
を
継
承
。
幼
少
よ
り
茶

摘
み
篭か

ご

を
作
っ
て
い
た
父
に
手

伝
い
を
通
じ
て
そ
の
技
法
を
習

得
。
皆
地
笠
の
ほ
か
、
修し

ゅ
げ
ん
し
ゃ

験
者

が
か
ぶ
る
「
阿あ

じ
ゃ
り

闍
梨
笠
」
な
ど
、

奈
良
や
京
都
の
神
社
仏
閣
で
使

わ
れ
て
い
る
笠
も
氏
が
手
掛
け

る
ほ
か
、
炭す

み
と
り斗
な
ど
の
茶
道
具

も
桧ひ

の
き細
工
で
茶
道
の
家
元
好
み

に
作
る
な
ど
技
と
作
品
が
各
方

面
で
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
60

年
に
黄
綬
褒
章
を
受
章
。

　

ま
た
、
伝
統
工
芸
の
伝
承
に

当
た
り
、
比
較
的
世
間
に
知
ら

れ
ず
、
報
い
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
、
苦
労
を
重
ね
て
い
る

人
々
に
光
を
当
て
顕
彰
す
る

「
日
本
キ
ワ
ニ
ス
文
化
賞
」
を

平
成
12
年
に
受
賞
。

　

戦
前
に
は
８
軒
ほ
ど
の
工
房

が
あ
り
、
材
料
の
切
り
出
し
や

桧
を
カ
ン
ナ
で
削
り
短
冊
状
に

し
た
「
ひ
よ
」
作
り
な
ど
、
作

業
を
村
全
体
で
分
業
し
、
林
業

や
農
業
関
係
者
か
ら
の
引
き
合

い
も
あ
り
、
九
州
や
四
国
な
ど

に
も
出
荷
し
て
い
た
。
戦
後
、

急
速
な
経
済
成
長
に
よ
り
生
活

文
化
の
様
式
も
変
わ
り
、
従
事

者
も
減
少
の
一
途
を
辿た
ど

り
、
昭

和
30
年
代
後
半
に
は
当
人
１
人

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
後
継

者
を
育
成
す
る
た
め
に
和
歌
山

県
な
ど
の
支
援
で
何
人
か
の
弟

子
を
取
り
、
伝
承
を
試
み
て
き

た
が
、原
材
料
の
調
達
や
製
材
、

製
作
や
販
売
な
ど
全
般
に
わ
た

る
た
め
、
技
法
の
伝
承
に
至
ら

な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
苦
境
の
中
に

あ
っ
て
も
、
平
安
時
代
か
ら
続

く
伝
統
と
技
法
を
長
年
に
わ
た

り
た
だ
一
人
守
り
続
け
て
き
た

功
績
は
誠
に
偉
大
で
あ
り
、
90

歳
を
越
え
て
も
、
な
お
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
昭
和
45
年
に
創
設
し
た
「
田
辺
市
文
化
賞
」
の
制
度
を
継
承
し
、
毎
年
、
こ

の
時
期
に
市
の
文
化
（
学
術
・
芸
術
・
体
育
・
生
活
文
化
等
）
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
本
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
お
り
ま
す
。

　
創
設
か
ら
数
え
て
47
回
目
と
な
る
本
年
は
、
平
安
時
代
か
ら
熊
野
詣
の
際
に
愛
用
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
皆
地
笠
の
伝
統
技
法
の
唯
一
の
継
承
者
で
あ
る
芝
安
雄
氏
に
お
贈
り
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

芝
しば

　安
や す お

雄 氏
（本宮町皆地）

　大正 10 年 東牟婁郡四村（現田辺市本宮町）　生まれ
　昭和 8 年 四村尋常高等小学校皆地分校　卒業

略 歴

　幼少の頃より、貴賤笠（皆地笠）の製作に携わり、時代の流れにより実用品から、現
在では、地域産品として皆様にご愛用いただいています。高齢になり生産量も年々少な
くなってまいる中、今回、田辺市文化賞を授与されるとお聞きし、市内にはいろいろご
活躍されている方がおられる中、私どもでいいのかと、困惑しているところです。
　今後は、いつまで続けることができるかわかりませんが、身体の続く限り製作していき
たいと考えています。

田辺市文化賞受賞コメント

　昭和 53 年 和歌山県名匠表彰
　昭和 53 年 和歌山県政功労者表彰
　昭和 60 年 黄綬褒章
　平成 12 年 日本キワニス文化賞

受 賞 歴

▲皆地笠
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「田辺市第２次行政改革大綱」（素案）に対する
ご意見を募集しています

■問合せ　総務課 庶務係（☎ 0739-26-9916）

年末・年始のごみの自己搬入について
■問合せ　廃棄物処理課 施設業務係（☎ 0739-24-6218）

世界遺産フォーラム in 田辺
～「紀伊山地の霊場と参詣道」の追加登録を語る～を開催します

■問合せ　下記参照

第 21 回市民駅伝大会・第 34 回子どもクラブ駅伝大会
参加者を募集します

■問合せ　下記参照

　

今
後
進
め
て
い
く
べ
き
行
政

改
革
の
基
本
方
針
を
示
し
た

「
田
辺
市
行
政
改
革
大
綱
」
に

基
づ
き
、
取
組
を
推
進
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
現

大
綱
の
内
容
を
検
証
し
、「
田
辺

市
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
募
集
は
、「
第

２
次
行
政
改
革
大
綱
」（
素
案
）

を
公
表
し
、
市
民
の
方
々
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、
よ

り
良
い
大
綱
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
も
の
で
す
。

■
意
見
の
締
切
日

12
月
20
日
㊋
﹇
必
着
﹈

■
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
書
に
、
ご
意
見

の
内
容
及
び
そ
の
理
由
と
、
住

所
・
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の
団

体
は
、
名
称
及
び
事
務
所
等
の

所
在
地
）・
連
絡
先
・
年
齢
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
へ
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

意
見
書
は
、
左
記
の
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

◇
閲
覧
場
所
・
提
出
先

・
総
務
課

〒
６
４
６
―

８
５
４
５

新
屋
敷
町
１

☆
０
７
３
９(

２
２)

５
３
１
０

☆soum
u@

city.tanabe.
lg.jp

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg

.jp
/so

u
m

u
/

gyokaku/

・
各
行
政
局
総
務
課
（
2
ペ
ー

ジ
参
照
）

■
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方

◇
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◇
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

◇
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所

に
勤
務
す
る
方

◇
市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
方 

等■
意
見
の
公
表

　

ご
意
見
等
の
概
要
及
び
市
の

考
え
方
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
ご
意

見
を
い
た
だ
い
た
方
へ
、
個
別

に
市
の
考
え
方
を
お
示
し
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
個
人
情
報
の
取
扱
い

　
「
田
辺
市
個
人
情
報
保
護
条

例
」
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
個

人
が
特
定
で
き
る
よ
う
な
内
容

は
掲
載
し
ま
せ
ん
。

　

年
末
に
は
市
ご
み
処
理
場
、

各
行
政
局
へ
の
自
己
搬
入
が
増

え
、
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
年
末
の
掃
除
等
は
計

画
的
に
行
い
、
で
き
る
だ
け
定

期
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
市
ご
み
処
理
場
及
び
各
行

政
局
へ
の
年
末
・
年
始
の
ご
み

搬
入
日
程
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

■
古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

　

本
庁
舎
、
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
、
各
行
政
局
、
連
絡
所
等

に
設
置
し
て
い
る
古
紙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
資
源
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
12
月
28
日
㊌
〜
平
成
29
年

1
月
3
日
㊋
、
搬
入
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
大
塔
・
中
辺
路
行
政
局
管
内

に
お
住
ま
い
の
方
々
へ

　

上
大
中
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
自
己
搬
入（
燃
え
る
ご
み
の
み
）

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
行
政

局
で
処
理
手
数
料
の
納
入
手
続

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
行
政

局
で
の
受
付
時
間
と
上
大
中
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
搬
入
時
間

は
、
共
に
12
月
28
日
㊌
の
16
時

ま
で
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
平
成
29
年
1
月
4
日
㊌

か
ら
の
受
付
時
間
は
、
通
常
ど

お
り
8
時
30
分
〜
16
時
で
す
。

市ごみ処理場の
搬入日程

家庭ごみ及び
事業系ごみ

12 月 23 日㊎㊗ 搬入できません

12 月 25 日㊐ 9 時 30 分～ 15 時 30 分

12 月 26 日㊊～ 30 日㊎ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 31 日㊏～
平成 29 年 1 月 3 日㊋

搬入できません

各行政局の
搬入日程 家庭ごみ 事業系ごみ

12 月 23 日㊎㊗ 搬入できません

搬入
できません

12 月 25 日㊐ 9 時～ 12 時

12 月 26 日㊊～ 28 日㊌ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 29 日㊍～
平成 29 年 1 月 3 日㊋

搬入できません

※自己搬入については、有料です。詳しくは、「ごみ収集
カレンダー」をご参照ください。

☆
12
月
18
日
㊐　

☆
13
時
30
分
〜
17
時
（
13
時
開

場
）

☆
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ
ヨ

「
ア
リ
ー
ナ
」

☆
◇
基
調
講
演
①

世
界
遺
産
を
巡
る
最
近
の
動
き

・
講
師　

松
浦 

晃
一
郎
さ
ん

（
前
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
）

◇
基
調
講
演
②

荒
俣 

宏　

熊
野
を
歩
く
〜
熊

野
は
さ
ら
に
奥
深
い
、
ま
だ
ま

だ
あ
る
ぞ
熊
野
の
魅
力
〜

・
講
師　

荒
俣 

宏
さ
ん
（
世
界

遺
産
熊
野
本
宮
館 

名
誉
館
長
）

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

世
界
遺
産
追
加
登
録
の
意
義
と

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西
村 

幸ゆ
き
お夫

さ
ん
（
日
本
イ
コ

モ
ス
国
内
委
員
会 

委
員
長
）

・
パ
ネ
リ
ス
ト

岩
槻 

邦
男
さ
ん
（
兵
庫
県
立

人
と
自
然
の
博
物
館 

名
誉
館

長
）

五い
が
ら
し

十
嵐 

敬た
か
よ
し喜

さ
ん
（
法
政
大

学 

名
誉
教
授
）

辻
林 

浩
さ
ん
（
和
歌
山
県
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
長
）

真
砂 

充
敏
市
長

☆
「
世
界
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
希
望
」
の
旨
と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
左
記
へ
電

話
又
は
E
メ
ー
ル
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
財
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
３

☆forum
@

city.tanabe.lg.jp

☆
平
成
29
年
1
月
29
日
㊐
（
小

雨
決
行
・
荒
天
時
中
止
）

☆
◇
受
付　

7
時
30
分
〜
8
時

◇
ス
タ
ー
ト

・
市
民
駅
伝　

9
時
10
分

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝　

10
時

20
分
（
男
子
）、
11
時
（
女
子
）

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

☆
◇
市
民
駅
伝

高
校
生
を
除
く
市
内
に
在
住
又

は
勤
務
し
て
い
る
方
、
市
内
中

学
生

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

田
辺
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ
育
成
協

議
会
の
会
員
の
方

■
種
目

◇
市
民
駅
伝

・
一
般
男
子
の
部
、
中
学
生
男

子
の
部　

全
５
区

・
一
般
女
子
の
部
、
中
学
生
女

子
の
部　

全
４
区

※
中
学
生
男
子
の
部
、
中
学
生

女
子
の
部
は
学
校
単
位
で
申
し

込
む
こ
と

・
地
域
の
部　

全
５
区

※
市
内
20
公
民
館
区
を
単
位
と

し
た
チ
ー
ム
編
成
。
男
女
混
成

チ
ー
ム
可

・
あ
ひ
る
の
部　

全
５
区

※
大
会
当
日
の
５
名
の
満
年
齢

が
２
２
２
歳
以
上
。
男
女
混
成

チ
ー
ム
可

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

・
男
子
の
部
・
女
子
の
部　

全

５
区

☆
平
成
29
年
1
月
13
日
㊎
﹇
必

着
﹈
ま
で
に
、
所
定
の
参
加
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
左
記
に
あ
る
各
担
当
課
ま

で
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加

申
込
書
・
コ
ー
ス
図
は
各
担
当

課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

☆
◇
市
民
駅
伝

〒
６
４
６
―

０
０
６
１

上
の
山
一
丁
目
23
―

1
―

1

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民
ス

ポ
ー
ツ
係
（
田
辺
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
管
理
事
務
所
内
）　

☎
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
３
８
７

☆sports@
city.tanabe.

lg.jp☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg

.jp
/sp

o
rts/

index.htm
l

◇
子
ど
も
ク
ラ
ブ
駅
伝

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
推
進
係

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
８

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
６
０
２
９

☆shougai@
city.tanabe.

lg.jp
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平成 28 年度全国学力・学習状況調査が行われました
■問合せ　学校教育課 指導係（☎ 0739-26-9942）

　4 月 19 日に、小学 6 年生・中学 3 年生を対象とし、国語と算数 / 数学の「知識」に関する A問題と「活用」に
関する B問題から構成された学力調査が行われました。詳しくは、ホームページに掲載しています。
☆ https://www.city.tanabe.lg.jp/gakkou/index.html

和歌山県、全国と比較した田辺市の領域別正答率（単位：%）　◎…3％以上高い　▼…3％以上低い　○…ほぼ同じ

◇中学 3 年生

◇小学 6 年生

■学習状況調査の結果から（抜粋）

■学力調査の結果から

◇今後の取組
○教育委員会では、調査の分析結果を基に教員の授業力向上のための研修を行います。
○各学校では、調査の分析結果から課題を明らかにし、授業改善に取り組みます。

国語 A 国語 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

話すこと・聞くこと ○ ○ ○ ○

書くこと ○ ○ ○ ○

読むこと ○ ○ ○ ○

伝統的な言語文化と
国語の特質について ○ ▼ ― ―

算数 A 算数 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

数と計算 ○ ◎ ○ ○

量と測定 ○ ○ ○ ○

図形 ○ ○ ○ ○

数量関係 ○ ▼ ○ ○

質問事項
小 6 中 3

学習状況調査についての考察田辺市 全国 田辺市 全国

学校生活に関すること
（「当てはまる」「どちら
かといえば当てはまる」
と答えた割合）

学校に行くのは楽しい
と思いますか 87.3 86.3 81.8 81.4 「当てはまる」「どちらかといえば

当てはまる」と回答した子供が増
えています。学校では、今後も子
供たちが楽しく生活でき、達成の
喜びが感じられる学校づくりをし
ていきます。

学級みんなで協力して
何かをやり遂げ、うれし
かったことがありますか

89.9 86.3 88.3 84.2

授業に関すること
（「している」「どちらか
といえばしている」と答
えた割合）

授業のはじめに目標（目
当て）が示されていた
と思いますか

91.0 87.6 89.7 84.9

授業では目当てが示され、発表や
話し合いの機会が与えられている
と答えた子供が多くなっています。
学校では自分で考え、工夫したり、
文章で表現する力を伸ばす授業づ
くりをしていきます。

授業の最後に学習内容
を振り返る活動を行っ
ていたと思いますか

77.1 76.1 56.8 63.1

授業では、自分の考え
を発表する機会が与え
られていますか

85.9 85.1 82.6 84.1

授業では、話し合う活
動をよく行っていたと
思いますか

83.2 83.4 79.1 77.8

家庭生活に関すること
（「している」「どちらか
といえばしている」と答
えた割合）

家で、学校の宿題をし
ていますか 98.4 97.0 93.4 90.1

家でしっかりと宿題ができていま
す。学習内容を自分で考えて予習
や復習ができるようにしていきま
しょう。家庭学習に取り組む環境
づくりにご協力ください。

家で、自分で計画を立て
て勉強をしていますか 56.8 62.2 39.2 48.4

家で、学校の復習をし
ていますか 59.9 55.2 35.4 51.0

家で、学校の予習をし
ていますか 41.9 43.3 21.9 34.2

メディアに関すること
（「2時間以上」と答えた
割合）

1 日にどれくらい通話
やメール・インターネッ
トをしますか

8.7 10.4 31.4 30.1
テレビゲームを 2 時間以上すると
いう小学生の割合は、昨年度より
も減っています。家庭では、携帯
電話やスマートフォン、テレビゲー
ムについて、利用するときの約束
を決めることが必要です。

1 日にどれくらいテレ
ビゲームをしますか 28.1 29.7 40.0 34.9

（単位：％）

国語 A 国語 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

話すこと・聞くこと ○ ○ ― ―

書くこと ◎ ○ ◎ ○

読むこと ○ ○ ◎ ○

伝統的な言語文化と
国語の特質について ○ ○ ― ―

数学 A 数学 B
和歌山県 全国 和歌山県 全国

数と式 ○ ○ ○ ○

図形 ○ ○ ○ ○

関数 ○ ○ ○ ○

資料の活用 ○ ○ ◎ ○


